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う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
。
こ
ん
な
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
の
今
年
の
夏
で
し
た
。
全

国
的
だ
っ
た
こ
の
猛
暑
。
暑
い
の
は
日
本
だ
け
か
と
思
っ
た
ら
、
中
国
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
記
録
破
り
の
猛
暑
が
続
い
た
よ
う
で
す
。
北
京
で
は
暑
さ
で
死
者

が
出
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
が
観
測
開
始
以
来

の
暑
さ
だ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
山
の
多
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
熱
波
が
居
座
っ

た
と
か
。
日
本
で
は
こ
の
暑
さ
と
渇
水
の
た
め
、
西
日
本
を
中
心
に
給
水
制
限

が
続
き
、
全
国
的
に
水
不
足
に
よ
る
水
稲
被
害
が
で
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
月
の
特
集
は
、
記
録
破
り
だ
っ
た
今
年
の
夏
の
気
象
状
況
を
数

字
と
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。
気
に
な
る
来
年
冬
の
気
象
予
測
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
資
料
提
供
H
森
林
総
合
研
究
所
十
日
町
試
験
地
）

今
年
の
夏
の
、
糠
蜜
羅
彪
霧

梅
雨
明
け
が

猛
暑
の
始
ま
り
で
し
た

　
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
よ
く
「
梅
雨

が
明
け
た
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
梅

雨
明
け
を
宣
言
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

気
象
台
。
梅
雨
明
け
を
発
表
す
る
た

め
の
客
観
的
な
決
め
手
は
な
い
よ
う

で
す
。
太
平
洋
高
気
圧
の
発
達
に
よ

る
梅
雨
前
線
の
北
上
や
、
雨
が
降
ら

な
く
な
り
天
気
が
安
定
し
た
状
況
を

見
て
気
象
官
が
決
定
し
ま
す
。

　
北
陸
地
方
の
今
年
の
梅
雨
明
け

は
、
昨
年
（
梅
雨
明
け
が
確
認
出
来

な
か
っ
た
）
と
は
正
反
対
に
7
月
1
3

日
、
平
年
に
比
べ
9
日
早
く
鮮
明
に

明
け
ま
し
た
。
こ
の
梅
雨
明
け
以
降
、

今
夏
の
猛
暑
が
始
ま
り
ま
し
た
。

気
温
　
の
　
状
況

～
北
緯
3
7
・
9
度
の
十
日
町
が

　
　
　
　
　
3
8
・
7
度
を
記
録
～

　
今
年
の
夏
の
最
高
気
温
は
、
8
月

14

日
に
記
録
し
た
3
8
・
7
度
で
す
。

こ
の
気
温
は
森
林
総
合
研
究
所
十
日

町
試
験
地
が
大
正
7
年
に
観
測
を
始

め
て
以
来
、
最
高
の
気
温
で
す
。
（
こ

れ
ま
で
の
最
高
気
温
は
昭
和
8
年
7

月
2
5
日
と
平
成
2
年
8
月
2
3
日
に
記

録
し
た
3
7
・
8
度
で
し
た
）
体
温
よ

り
は
る
か
に
高
い
気
温
。
暑
か
っ
た

わ
け
で
す
ね
。
ま
た
、
7
月
の
平
均

気
温
は
2
6
・
0
度
で
平
年
値
2
4
・
4

度
を
ー
・
6
度
、
＆
月
は
2
7
・
6
度

で
同
じ
く
平
年
値
を
ー
・
7
度
上
回

る
異
常
な
ほ
ど
の
暑
さ
だ
っ
た
の
で

す
。

真
夏
日
と
熱
帯
夜

～
真
夏
日
連
続
3
2
日
～

　
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。
真
夏

日
と
い
う
の
は
、
　
一
日
の
最
高
気
温

が
3
0
度
を
超
え
た
日
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
今
年
の
7
月
・
8
月
の
真
夏

日
は
4
9
日
で
、
過
去
最
も
多
か
っ
た

大
正
1
3
年
の
5
3
日
に
迫
る
観
測
史
上
一

第
3
位
の
多
さ
で
し
た
。
さ
ら
に
、

真
夏
日
が
連
続
し
て
続
い
た
日
は
7

月
1
9
日
か
ら
8
月
1
9
日
ま
で
の
32
日

間
で
し
た
．

2



　
ま
た
、
朝
ま
で
の
気
温
が
2
5
度
よ

り
下
が
ら
な
い
熱
帯
夜
（
十
日
町
試

験
地
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
し
な
い
）

が
2
日
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
7
月
の
日
最
低
気
温
の

平
均
（
一
日
の
最
低
気
温
の
月
平
均
）

は
2
1
・
8
度
で
、
過
去
最
高
。
8
月

も
2
2
・
6
度
で
過
去
2
番
目
を
記
録

し
ま
し
た
。

　
　
降
　
　
水
　
　
量

～
8
月
は
た
っ
た
の
1
4
、
、
、
リ
～

　
7
月
一
か
月
間
の
降
水
量
は
8
3
ド

で
す
。
こ
の
内
梅
雨
明
け
前
（
7
月

12

日
以
前
）
の
降
水
量
は
3
0
・
5
ミ
リ
。

梅
雨
明
け
後
の
降
水
量
は
52
・
5
デ

と
お
湿
り
程
度
で
し
た
。
ま
た
8
月

に
入
っ
て
か
ら
の
降
水
量
は
さ
ら
に

ひ
ど
く
、
過
去
最
低
の
1
4
、
、
、
リ
で
し
た
。

7
・
8
月
の
合
計
降
水
量
は
9
7
デ
で
、

平
年
の
4
分
の
ー
と
い
う
記
録
的
な

少
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
雨
不
足
が
稲
作
を
中
心
と
し

た
市
内
の
農
業
に
大
き
な
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
5
朔
，
）

　
　
　
》

．
穰
・
鴫

水
道
（
上
水
）
の
消
費
量

　
～
1
日
1
人
ド
ラ
ム
缶
2
・
5
本
～

　
市
内
の
上
水
道
の
7
月
か
ら
8
月

の
一
日
最
大
配
水
量
（
上
水
道
を
つ

な
ぎ
込
ん
で
い
る
家
庭
が
、
一
日
で

最
高
に
水
を
使
用
し
た
日
）
を
記
録

し
た
の
は
、
8
月
1
3
日
の
1
万
4
、

1
0
8
ト
ン
で
し
た
。
こ
れ
を
上
水
道

つ
な
ぎ
込
み
人
口
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
約
0
・
5
ト
ン
（
ド
ラ
ム

缶
に
換
算
す
る
と
2
・
5
本
）
に
な

り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
プ
ー
ル
や
企
業

で
の
使
用
量
も
合
算
し
た
数
値
で
す
）

過
去
最
高
だ
っ
た
昭
和
5
3
年
8
月
1
3

日
の
人
口
一
人
当
た
り
0
・
52
ト
ン
に

匹
敵
す
る
量
で
し
た
。

　
幸
い
、
市
民
の
節
水
意
識
が
高
く
、

水
が
豊
富
な
土
地
柄
な
の
で
、
全
国

的
に
叫
ば
れ
た
給
水
制
限
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
．

　
電
　
力
　
消
　
費

5
瞬
間
最
大
電
力

　
　
5
回
に
わ
た
っ
て
記
録
更
新
～

　
猛
暑
の
た
め
電
力
消
費
量
も
う
な

ぎ
登
り
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
ほ

か
、
中
魚
沼
、
南
魚
沼
、
東
頸
城
の

一
部
に
電
力
を
供
給
し
て
い
る
東
北

電
力
の
魚
沼
変
電
所
（
市
内
稲
葉
）

で
は
、
今
年
の
7
・
8
月
だ
け
で
過

去
の
夏
の
瞬
間
最
大
電
力
（
電
気
の

供
給
と
消
費
が
同
時
に
行
わ
れ
る
最

高
値
で
、
1
日
2
4
時
間
を
1
時
間
単

位
に
区
切
っ
て
計
測
し
て
い
ま
す
）

の
記
録
を
5
回
に
わ
た
っ
て
更
新
し

ま
し
た
。
（
注
”
魚
沼
変
電
所
管
内
の

年
周
の
瞬
間
最
大
電
力
の
最
高
記
録

は
平
成
6
年
2
月
2
4
日
に
記
録
し
た

28

万
8
千
キ
馬
．
で
す
）

　
こ
れ
ま
で
の
夏
場
の
最
高
は
、
一

昨
年
8
月
2
5
日
に
記
録
し
た
2
2
万
6

千
キ
烏
．
で
し
た
。
こ
れ
を
今
年
7
月

14

日
に
1
万
キ
烏
．
破
り
、
8
月
8
日

に
は
つ
い
に
過
去
最
高
を
2
万
6
千

キ
烏
．
も
更
新
す
る
2
5
万
2
千
キ
烏
．
の

記
録
を
作
り
ま
し
た
。

　
電
気
は
蓄
積
し
て
お
く
こ
と
が
で

き
な
い
資
源
で
す
。
発
電
能
力
を
超

え
る
消
費
が
な
い
よ
う
節
電
に
協
力

し
ま
し
よ
・
フ
。

　
　
　
　
　
　
　
鐘
撮
騒
贅
琵
饗

市
民
プ
ー
ル
は

　
　
　
連
日
大
入
り
満
員

　
7
月
1
6
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
民

プ
ー
ル
は
、
小
・
中
学
校
が
夏
休
み

に
入
る
と
同
時
に
連
日
大
入
り
満
員

で
し
た
。
特
に
、
土
・
日
曜
日
は
家

族
連
れ
も
加
わ
り
、
一
般
・
幼
児
用

プ
ー
ル
と
も
芋
を
洗
う
よ
う
な
混
雑

ぶ
り
で
し
た
．

　
オ
ー
プ
ン
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
ま
で
の

延
べ
入
場
者
数
は
、
2
4
、
2
7
3

人
で
、
市
民
の
2
人
に
1
人
が
入
場

し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

撫
鰻
、
．

ク
ー
ラ
ー
が
爆
発
的
に

　
　
　
　
　
売
れ
ま
し
た

　
7
月
下
旬
の
市
内
の
電
気
店
。
「
ク

ー
ラ
ー
あ
り
ま
す
か
？
」
「
在
庫
が
あ

り
ま
せ
ん
。
取
り
付
け
ま
で
に
2
週

間
待
ち
で
す
」
こ
ん
な
対
応
が
あ
り

ま
し
た
。
全
国
的
に
も
ク
ー
ラ
ー
や 家族連れでにぎわう市民プール

扇
風
機
が
爆
発
的
に
売
れ
た
よ
う
で

す
。
市
内
の
ク
ー
ラ
i
取
り
付
け
率

は
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
う
な
ぎ

登
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も

　
　
　
　
　
連
日
超
満
員

　
昨
年
は
冷
夏
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
連
日

大
入
り
満
員
。
5
月
2
7
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
お
店
で
は
、
オ
ー
プ
ン
以
来

ほ
ぼ
連
日
満
席
状
況
。
特
に
、
7
・

8
月
の
金
・
土
曜
日
は
入
り
き
れ
な

い
程
だ
っ
た
と
か
。

　
7
・
8
月
の
市
内
の
ビ
ー
ル
消
費

量
（
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
卸
量
H
全
国
最

大
手
の
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
推
計
）
は
、
前

年
対
比
約
3
0
％
増
で
、
大
ビ
ン
に
換
算
す

る
と
約
6
万
5
千
ケ
ー
ス
（
1
3
0
万
本
）

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
市
内
の
成

人
男
女
（
2
0
歳
以
上
の
男
女
）
1
人
当
た

り
、
大
ビ
ン
で
約
3
8
本
の
ビ
ー
ル
を
飲
ん

だ
計
算
に
な
り
ま
す
。
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来
年
の
冬
は
大
雪

　
　
　
そ
れ
と
も
小
雪
？

　
「
暑
い
夏
の
後
の
冬
は
大
雪
が
」

「
年
間
の
降
水
量
は
一
定
だ
か
ら
、

夏
の
降
水
量
が
少
な
い
年
は
、
大
雪

に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。

　
国
で
は
昨
年
気
象
業
務
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
気
象
予
報
士
の
試
験

〈月平均気温の7・a月の平均値〉表1

勲 平均気温 起　　年 該当する冬 積雪深 降雪深累計

1 28．7℃ 昭和旧年 昭和18～19年 296cm 1，700cm

2 28．0℃ ノノ21年 ノノ21～22年 319㎝ 1，340cm

3 27，60C ノノ22年 ノノ22～23年 252cm 1，286cm

3 27．6℃ ノノ25年 ノノ25～26年 旧9cm 1，121cm

5 27。5℃ 刀17年 ノノ17～18年 280cm 1，467cm

5 27．5℃ 刀53年 刀53～54年 114cm 674cm

7 27．2℃ 刀48年 ノノ48～49年 301cm 1，5700m

8 27．1℃ ノノ23年 ノノ23～24年 133cm 751cm

9 26，90C 刀24年 刀24～25年 1720m 1，058cm

鶴雛i繋 灘懸

に
合
格
す
れ
ば
来
年
5
月
か
ら
個
人

で
も
天
気
予
報
を
公
表
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
過
去
数
1
0
年
間
の
暑
か

っ
た
夏
の
翌
年
の
冬
の
積
雪
状
況

（
表
1
～
表
5
）
を
掲
載
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
天
気
予
報
士
に
な
っ
た
気

分
で
、
来
年
冬
の
雪
の
状
況
を
予
測

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈月降水量の7・8月の積算値〉表2

織 降水量 起　　年 該当ずる冬 積雪深 降雪深累計

／難
！／壌／li萎／l 繋簿灘／

2 124．8㈱ 昭和14年 昭和囮～15年 240cm ※一
3 152．5㎜ 平成2年 平成2～3年 230cm 978cm

4 154。5mm 昭和3年 昭和3～4年 334cm ※一
5 163．5㎜ ノノ53年 刀53～54年 114cm 674cm

6 169．4㎜ ノノ26年 刀26～27年 184cm 1，028cm

7 175．9mm 大正12年 大正12～13年 242cm ※一
8 181．lmm 昭和24年 昭和24～25年 172cm 1，0580m

9 186．3mm ノノ30年 刀30～31年 235cm 1，197cm

10 193、6㎜ 大正13年 大正13～14年 275cm ※一
〈真夏日の7・8月の積算値〉表3

醗讐1妬、、、．縄665’9豪雪の前羅の記録菱
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．灘　　’嚢

　　　　　繊　　　　　く年

魏
繍彪

諦繕
鞭’『蹴、蕪，難

　　，．・、鵡

耀講難遙

㎜
2
帽

　
　
　
　
　
　
語

課　
　
　
　
繊

灘翻繍
蓬懸灘

56豪雪 59豪雪 平成6年

日最高気温 32，800 34，100 38，700

の年最高値 （9月11日） （8月15日） （8月14日）

7・8月の
平均気温の 22，goO 24，goO 26，800

平均値

7・8月の
月降水量の 512．8mm 741．口mm 94．Omm

積算値

7・8月の
真夏日の 6日 旧日 49日

積算値

順位 真夏日 起　　年 該当する冬 積雪深 降雪深累計

1 53日 大正13年 大正13～14年 275cm ※一
2 52日 昭和53年 昭和53～54年 114cm 674cm

慧
．

こi妻 葦鞠鍵．§
……嚢／・灘嚢、／ 藻蕪灘ii

3 49日 昭和48年 昭和48～49年 301cm 1，570cm

5 48日 刀21年 刀21～22年 319cm 1，340cm

6 47日 刀　8年 ノノ8～9年 3800m ※一
6 47日 ノノ18年 刀18～旧年 296cm 1，700cm

8 44日 平成2年 平成2～3年 230cm 978cm

9 43日 昭和3年 昭和3～4年 3340m ※一
9 43日 ノノ60年 刀60～61年 328cm 1，730cm

〈日最高気温〉表4

順位 気　温 起　　年 該当する冬 積蜜深 降雪深累計

繍灘
i嚢／萎i，…，錨ill i……1…萎…韓萎／…

2 37．8℃ 昭和8年7月25日 昭和8～9年 3800m ※一
2 37，80G 平成2年8月23日 平成2～3年 230cm 978cm

4 37。4℃ 昭和37年8月3日 昭和37～38年 215cm 988cm

5 36．7℃ 大正13年8月21日 大正13～14年 275cm ※一
6 36．6℃ 昭和38年8月10日 昭和38～39年 126cm 677cm

7 36．6℃ 刀53年8月2日 ノノ53～54年 114cm 674cm

8 36。4℃ ノノ60年8月8日 刀60～61年 3280m 1，730cm

9 36，20C 刀59年8月15日 刀59～60年 297cm 1，479cm

10 36、1℃ 刀24年8月15日 刀24～25年 172cm 1，0580m

※降雪深については、昭和17年から計測開始のため、データ無し

天
の
み
ぞ
知
る

　
　
　
　
来
年
冬
の
積
雪

　
表
1
、
2
、
3
、
4
を
見
る
と
、

森
林
総
合
研
究
所
十
日
町
試
験
地
の

過
去
7
3
年
間
の
年
最
大
積
雪
深
の
平

均
（
2
4
3
・
4
㎝
）
を
超
え
る
年

が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
表
5
を
見
て
分
か
る
よ

う
に
最
近
の
5
6
・
5
9
豪
雪
の
前
の
夏

の
気
象
状
況
を
見
る
と
、
平
均
気
温

は
さ
ほ
ど
高
く
な
く
、
降
水
量
も
あ

る
程
度
あ
り
、
猛
暑
と
い
う
こ
と
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
過
去
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
暑

か
っ
た
夏
の
翌
年
の
冬
が
必
ず
大
雪

に
な
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。

「
天
の
み
ぞ
知
る
来
年
冬
の
積
雪
」
。

さ
て
、
来
年
冬
の
積
雪
量
は
い
か
に
。

暑
い
夏
の
翌
年
の
積
雪
予
測
で
お
も

し
ろ
い
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
総
務
課
文
書
広
報
係
（
奮
5
7
1

3
1
1
1
内
線
四
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

イ覇
覧㍗

◎
　
　
O

演
部
．

　
う〆

㊧
　
⑫o

態

　　　蒙　　霧　》森差
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農
業
用
水
渇
水
対
策
協
議
会
を
設
置

　
　
　
　
干
ば
つ
被
害
に
対
応
し
て
い
ま
す

　
暖
冬
に
よ
る
小
雪
、
春
先
の
晴
天
、
梅
雨
の
少
雨
、
こ
れ
に

追
い
討
ち
を
か
廿
る
よ
う
な
夏
の
猛
暑
で
、
7
月
上
旬
ま
で
は

成
育
良
好
と
さ
れ
て
き
た
市
内
の
稲
作
に
も
7
月
中
・
下
旬
か

ら
水
下
足
に
よ
る
様
々
な
被
害
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
8
月
1
9
日
、
今
年
度
の
異
常
渇
水
に
よ
る
農
業
被
害
に
対
処
す

る
た
め
、
「
十
日
町
市
農
業
用
水
渇
水
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
十
日
町
市
、
J
A
十
日
町
市
、
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及

所
等
の
市
内
農
業
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
今
回
の
干
ば
つ
に
よ
る
被
害
の
実
態
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鶉
9
毒
◎
も
◎
拳
◆
毒
◆
蕃
◎
態
◎
審
◆
も
◆
毒
．

ゆゆ鵜礁ゆ購◎鷺

一
鞭礁ゆψ◎一◎ψ

8周憩圏現謹の
　　　農作物の被欝状滉
　《謙日町市農業蒲氷渇i氷対策協議会調べ）

◎磯◆▲
▼
畜
マ
噸
・
鳶
▼
忍
価
▼
‘
悪
憲
艦
▼
姦
▽
◆
・
壷
マ
奮
盛
▼
孟
マ
▲
巳
▼
■
色
マ
止
邑
▼
蓋
讐
◆
■
聾

も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
◆＊水稲：減収率30％未満156．93ヘクタール、30～60％◆
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1●45．62ヘクタール、60％以上23．37ヘクタール、枯死1
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
1　7．45ヘクタールで、被害総面積は233．37ヘクタール1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1　に上りました。これは、作付け面積全体（1，916．651
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
1　ヘクタール）の12．2％にあたります。また、被害額1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1　は推計で1億4，600万円に上るとしています。　　1
マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
1＊畜産：熱死した豚4頭、牛1頭、鶏20羽などとなっ1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

◆　ています。また、飼料作物にも成育被害が出ており、1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　被害額は推計で140万円に上ります。　　　　　　　1
争　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　争
1＊畑作ニアスパラ、きゅうり、ホウレン草などの野菜1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1　類のほか、スカシユリなどの花き類にも成育不良や1
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
1　枯死などの被害が出ています。被害額は推計で3，6001
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1　万円に上っています。また、秋野菜は種まきができ1
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
1　ない状況が続いています。　　　　　　　　　　　1
㍉障．ひ帯ゆ．瀞◆轡◆ψ◆ψ◆“◆轍→．“→．鞭◆飛◆礎◆“◆壷◆砂◆，｛ひ飛っ．ψ◆ψ◆．ψ◆轡φ．轡φ．轍ψ．ψゆ」

無
残
に
枯
れ
た
水
稲

　
被
害
状
況
が
特
に
大
き
い
の
は
、

山
間
地
の
湧
水
に
頼
る
水
田
で
す
。

井
戸
水
の
使
用
に
も
限
界
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ロ

中
に
は
立
ち
枯
れ
状
態
で
収
穫
0
の

水
田
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
冷
害
も
山
間
地
が
中
心
で

し
た
が
、
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け

る
今
年
の
干
ば
つ
、
農
家
の
人
た
ち

に
と
っ
て
は
恨
み
の
猛
暑
と
な
り
ま

し
た
。

枯死状態（収穫ゼロ）の水田

消
雪
パ
イ
プ
の
深
井
戸
が

　
　
　
　
渇
水
対
策
に
一
役

　
渇
水
に
対
応
す
る
た
め
、
消
雪
パ

イ
プ
を
持
つ
地
区
で
は
、
県
の
許
可

を
得
て
臨
時
的
に
消
雪
パ
イ
プ
の
深

井
戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
、
農
業
用

水
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

吉
田
小
、
川
治
小
、
水
沢
中
の
深
井

戸
も
臨
時
的
に
農
業
用
水
と
し
て
使

わ
れ
、
水
稲
の
渇
水
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
プ

鰯
蟹
皿
魏
類

番
水
（
水
番
・
張
り
番
）

　
水
不
足
が
特
に
深
刻
な
市
内
の
数

地
区
で
は
、
2
4
時
間
体
制
の
番
水
（
水

番
・
張
り
番
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
水
田
の
渇
水
状
況
を
見
な
が

ら
、
順
番
に
水
田
に
水
を
入
れ
た
り
、

抜
け
駆
け
を
し
て
自
分
の
水
田
に
水

を
引
か
な
い
よ
う
に
、
地
域
の
人
た

ち
が
順
番
に
見
回
り
を
す
る
も
の
で

す
。
昔
の
よ
う
に
専
業
農
家
が
多
い

と
き
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
今
は
ほ
と

ん
ど
が
第
2
種
兼
業
農
家
。
当
番
の

や
り
く
り
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
「
我
田
引
水
ゆ
る
さ 深井戸から水を汲み上げるポン

ず
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
た

夏
で
し
た
．

干
ば
つ
被
害
に

　
　
　
対
す
る
市
の
対
応

　
市
で
は
今
回
の
干
ば
つ
被
害
に
対

し
、
県
の
応
急
対
策
事
業
と
合
わ
せ
、

市
費
単
独
対
策
事
業
を
検
討
中
で

す
。
詳
し
く
は
、
農
林
課
農
業
振
興

係
（
暦
5
7
－
3
1
1
1
内
線
識
）
へ
。

今
年
一
番
の
稲
刈
り

　
～
干
ば
つ
と
豊
作
は
紙
一
重
5

　
干
ば
つ
被
害
と
は
裏
腹
に
、
水
不

足
の
心
配
が
な
か
っ
た
水
田
で
は
、

，
春
先
か
ら
の
好
天
に
恵
ま
れ
稲
の
成

育
は
順
調
で
す
。
市
内
中
心
部
の
水

田
で
は
、
例
年
に
比
べ
2
週
間
程
度

早
い
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

闘
顯
醗
、
鰯
鰯
灘

5　とrお∬夢3　平成6年9月10日

　　『　　　一　丁　『



　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か

祭
り
に
花
を
添
え
る
俄
（
上

明
石
万
灯
（
下
）
　
　
（
2
5
日

合
計
凶
の
個
人
・
団
体
が
参
加
し
た
仮
装
大

会
。
団
体
の
部
優
勝
は
「
平
成
タ
ヌ
キ
合
戦
」

で
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
目
）

　
2
0
0
年
の
伝
統
を
持
つ
、
郷
土
の
ま
つ
り
「
諏
訪

神
社
秋
季
大
祭
」
が
8
月
2
5
日
㈱
前
夜
祭
を
皮
切
り
に

27

日
…
国
ま
で
の
3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
3
日
間
の
人
出
は
延
べ
1
0
万
人

と
過
去
最
高
で
し
た
。

秋

難・

聡　
　
嚢

6



市
街
地
の
子
供
み
こ
し
が
諏
訪
神
社
に
集
結
。

本
町
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
（
2
6
日
）

i鹸簸灘
灘難．藝奏

魏
醐
㈱
磯
難

全
国
で
も
珍
し
い
八
角
み
こ
し
。
ま
だ
ま
だ

　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぎ
ょ

神
社
に
上
げ
な
い
ぞ
。
還
御
　
　
　
（
2
7
日
）

i鰍1組

　　　　　　　　　　　　藩纏罎搬母業澱灘◎罎盤壌e搬瀦s蕊蟹．嚢殺鞭

　　　　灘畷・黙　　灘驚麗獲灘鐵s⑧簸諏鰍搬母蟹鞠癒泌鎌
　　　韓．　灘1、　萩の簸搬麟総醗欝鐵捻猿．蓬撫聡董難醗

M勲搬瑠醗鱗H纏S蕊QO塗．
　捻s撚融難e纂wasve鞭co董d盤騰so玉徽懸鞭
醐・獅繕搬ec贋鵬難幟⑪髭we購e織e難e擁蹴ve羅
鎧a麹y癒a撚臨囎醒s嚢妻cew鍛1挽織擁撹er撮鐸es驚
t難哉無捻就驚e識r母s　I　r鍵ssed難叢e墓oo鐵嚢覆s驚e！鴛撮s　s繊mm｛鷺

蟻解e滋醗翻e髭0醐0禦OC訓g雛de聡．騰eJ鞭a驚se
趨¢s獲難e犠（鐵鍛9籔：葭葦e無録馨糞s＆v（灘驚s癖ec量al　s韮響灘t輩o　be籔Q叢d．

　HのQ欝⑧r職撮tos搬擁霧鞭難雛鑓羅e母鍛畿o融戴囎
m礁e翻0継」鞭a難es¢欝e老撮SC⑧戯囎撃ear．

　　　　　　　　　　　　照撮reg籔報s，」鞭neR磁韮鶴on

　まずは肉己紹奔を。私は繋轟一ン・謂穿ンソン、イギ
1ヌスのロン欝ンか鑑来ましだ。傘日町緯住んで縫年にな

りまず。この地域の索学校驚、英語指導助手をしていま
す。義の駐月漆らは、南中学校がべ一ス校とな鱗ます。

　私に老強て去年の冬は灘ζも寒癖っだの憩、今はこの
暑さを滋ン繋ヨ繍し懇鱒ます。眸年はお鱒し鱒お米難食
べら範な瀬っだの癒輩羅、今年は蚕年縫比蝶てお栄の作
柄が叢》継》穆護ど艶非常に喜轟懇額ま醗。今年の夏は、
地発十欝町懸畿導灘嬢を楽じみ叢じ灘。出とふ靴あ溺團本

人の薬学は、兇る老雄特別な感慨態お蓬慈懸る光i景です。

　ご灘漆毒の塗年、私の国の文化をより知強て鱒瀧だき、

まだ麟本の鑑活に蓼麟誕もっと勉強し塾螺謹と懇楽じ
溺醜多鷺糖諜す。　心をこめ羅　繋曇一ン・羅》ンソン

7』とお』げ詐お　平成6年9月10日



…山崎朋子さんのブロフィール…

　長崎県生まれ。8歳で父を亡くし、

母と妹と過こす。結婚後は女性・婦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人問題に深い関心を寄せ、元からゆ

　

きさんであった老婆と暮らしながら

書いた「サンダカン八番娼館」によ

り、第4回大宅壮一ノンフィクショ

ン賞を受賞。主な著書に「あめゆき

さんの歌」などがある。

〈
講
演
会

山
崎
朋

〉

硅l　　l　il闘

戦

』
勲
馨
難
籍
穫
灘
購
籔
譲
購

　
　
〈
式
　
　
典
〉

■
あ
い
さ
つ

　
本
田
＋
日
町
市
長

　
水
野
十
日
町
市
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
長

■
祝
辞

　
西
野
県
議
会
議
員

■
健
康
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
と
発
表

■
虫
歯
の
な
い
母
子
の
表
彰

演題1騰師

子
さ
ん

（
作
家
）

『
今
を
豊
か
に

　
　
　
　
　
　
生
き
る
」

麓
曝
麟
擁
灘
綾
灘
購
箋
馨
購

■
ハ
ロ
ー
ハ
ロ
ー
レ
ク
ダ
ン
ス

　
～
み
ん
な
で
踊
ろ
う

　
　
　
　
　
友
達
の
輪
～

■
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
体
質
判
定
（
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ

　
ス
ト
）

・
健
康
相
談
（
内
科
）

・
・
歯
科
相
談
と
歯
磨
相
談

　
2
4
日
H
午
後
2
時
～
4
時

　
2
5
日
H
午
前
1
0
時
～
正
午

　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

・
栄
養
相
談
・
看
護
相
談

・
漢
方
薬
相
談
・
国
保
の
P
R

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
肥
満
が
招
く
成
人
病
P
A
R
T
4

・
あ
そ
び
の
教
室
・
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の

　
紹
介

・
調
理
師
会
に
よ
る
各
種
料
理
展
示

　
2
5
日
…
我
が
家
の
自
慢
一
品
料
理
展

25
日
午
前
1
0
時
～
正
午
…

　
寿
司
づ
く
り
実
演
と
試
食

　
山
菜
ご
は
ん
の
販
売

酒
害
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

ロ
と
　
き
　
9
月
1
6
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
費
内
線
田
・
毘
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
9
月
3
0
日
働

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
柳
沼
医
師
（
五
日
町
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

市
民
保
健
講
座
（
後
期
）

■
と
　
き
　
1
0
月
1
9
日
㈱
午
前
9
時
3
0

　
分
～
午
後
2
時
5
0
分

■
と
こ
ろ
　
中
条
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ほ
う

■
内
　
容
　
①
老
年
期
の
痴
呆
に
つ
い

　
て
　
②
痴
呆
の
お
年
寄
り
と
の
上
手

　
な
付
き
合
い
方
　
③
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
体
操
な
ど

■
定
　
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
8
0
0
円
（
昼
食
代
、
資

　
料
代
等
を
含
み
ま
す
。
当
日
徴
収
）

■
申
し
込
み
　
9
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
中

　
条
病
院
市
民
保
健
講
座
事
務
局
（
智

　
5
7
－
3
0
1
8
）
へ
。

家
族
介
護
者
教
室

　
～
一
般
公
開
講
座
皿
～

　
お
年
寄
り
の
介
護
で
、
こ
れ
だ
け
は

知
っ
て
お
き
た
い
「
お
年
寄
り
と
リ
ハ

ビ
リ
」
に
つ
い
て
の
介
護
講
座
で
す
。

■
と
　
き
　
9
月
1
7
日
d
b

　
　
　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
「
三
好
園
」
（
下
条
中
央
通
り
）

■
講
師
小
海
菊
江
さ
ん
（
十
日
町

　
病
院
理
学
療
法
士
）

■
問
い
合
わ
せ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
「
三
好
園
」
（
智
5
6
i
2
1
0
6
）

　
へ
．息

ら
く
ら
く

　
　
　
「
呼
吸
教
室
」

■
と
　
き
　
1
0
月
5
日
㈱
・
1
2
日
㈱
午

　
後
1
時
～
3
時
3
0
分
、
1
0
月
2
6
日
㈱

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
の
全
3
回

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
対
象
者
肺
気
腫
、
気
管
支
拡
張

　
症
、
気
管
支
炎
、
じ
ん
肺
な
ど
で
息

　
　
　
　
　
　
た
ん

　
切
れ
、
咳
、
疾
等
の
症
状
に
困
っ
て

　
い
る
人
（
保
健
所
が
用
意
す
る
用
紙

　
で
主
治
医
の
許
可
が
必
要
で
す
）

■
内
　
容
　
①
肺
の
知
識
等
の
医
師
の

　
話
　
②
理
学
療
法
士
指
導
の
ら
く
ら
－

　
く
呼
吸
法
と
運
動
の
実
践
　
③
た
め

　
に
な
る
栄
養
指
導
や
生
活
指
導
な
ど

■
申
し
込
み
　
9
月
2
8
日
㈱
ま
で
に
十

　
日
町
保
健
所
へ
．

8



・
エ
イ
ズ
予
防
、
骨
髄
バ
ン
ク
コ
ー
ナ

・
「
健
康
と
タ
バ
コ
」
ポ
ス
タ
ー
展
示

・
即
売
コ
ー
ナ
ー
（
な
か
さ
わ
作
業
所
、

な
か
ま
の
家
、
つ
つ
じ
工
房
手
作
り

作
品
、
野
菜
販
売
）

・
や
ま
な
会
の
あ
ん
ぽ
販
売

（
2
5
日
”
午
前
1
0
時
、
午
後
1
時
3
0
分
）

・
き
の
こ
の
展
示
、
販
売

顯中
　
　
ホ
　
，
ー
　
　
ル

・
く
ら
し
を
支
え
る
福
祉
機
器
展

・
キ
ャ
ス
タ
i
付
簡
易
リ
フ
ト
の
実
演

・
年
金
・
福
祉
事
業
の
P
R

・
お
年
寄
り
の
相
談
コ
ー
ナ
i

・
福
祉
施
設
、
作
業
所
紹
介
コ
ー
ナ
i

（
な
か
ま
の
家
、
つ
つ
じ
工
房
）

『
引
訓
圃
，
訓
■
，
川

・
献
血
コ
ー
ナ
ー

　
（
2
5
日
“
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
）

蘭
…
劇
…
劇

・
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー

・
電
動
ス
ー
パ
ー
カ
i
試
乗
体
験

閤
　
ビ

・
高
齢
者
・
身
障
者
作
品
展

・
日
赤
救
急
法
実
演

　
（
2
5
日
”
午
前
1
0
時
～
正
午
）

1

・
そ
の
場
で
当
た
る
ス
ピ
ー
ド
抽
選

瀦
，
ザ
、
朗
，
雇
、
脚
，
捌

・
空
飛
ぶ
風
船

・
か
っ
て
に
落
書
き
コ
ー
ナ
ー

・
健
康
大
迷
路

・
バ
ン
ブ
i

・
輪
投
げ
ゲ
ー
ム

騨
撰
到
ブ
訓
，
部
、
割
輯
酬

・
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
・
影
絵
の
上
映

・
ス
ー
パ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
i

　
H
勝
ち
抜
き
大
会

’94体験ア蝋灘欝継　

ヘルシーミニウォーク

●「雪ときものとコシヒカリの里

…十日町」。この街の自然や歴史の

薫りに触れながら、楽しみながら

の健康ミニウォークです。

■と　き　9月25日（日）

　　　　午前8時30分～正午

■集合きもの広場
　　　　　（クロス10前）

■対　象　運動不足の解消、健康

　の増進などを図りたいご家族や

　個人。（中学生以下は家族単位で

　参加）

■募集人員　200人（先着）

■参加者　一人100円（当日受付で

　徴収）

■申し込み　9月20日（火）までにミ

　ニウォーク事務局（総合体育館

　内暦52－4375）へ。電話での申

　し込みも受け付けます。

■その他①「エリァドゥ21」イ

　ンストラクターによるウォーキ

　ング指導、②電子歩行計の貸し

　出し、③スポーツグッズやヘル

　シーグッズがその場で当たる「お

楽しみ抽選会」

　
　
ア
　
ル
　
コ
　
ー

　
8
月
2
1
日
㈲
吉
田
中
学
校
で
、
市
と

保
健
所
が
P
T
A
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
講
演
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
興
味
を
抱
く
中

学
生
や
父
兄
な
ど
約
2
0
0
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
「
ア
ル
コ
ー
ル
っ
て
何
だ
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
板
垣
早
苗
さ
ん
（
ア
ル
コ

ー
ル
問
題
全
国
市
民
協
会
）
が
パ
ネ
ル

を
使
っ
て
、
ま
た
中
学
生
が
飲
酒
者
の

モ
デ
ル
に
な
っ
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
分
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
正
し
い
知
識
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
や
、
成
長
期
の
飲

酒
が
と
て
も
恐
ろ
し
い
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
板
垣
さ
ん
は
「
自
動
販
売
機
の

普
及
で
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
手
に
入
り
ま
す
。

地
域
や
父
兄
か
ら
未
成
年
者
の
飲
酒
の

防
止
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　不用品販売会
■と　き　9月24日㈲午前10時

　～午後4時、25日（日）午前9時

　～午後3時の2回
■ところ　クロス10

　　　　　（グランドホール）

　ご家庭で使わずに眠っているも

のはありませんか。自分で使わな

くても、欲しいと思う人は必ずい

ます。そんな品物を集めて販売会

を開催します。

◎衣類は新品に限ります。

◎不用品売上金の10％を手数料と

　して消費者協会でいただきます。

◎あまり大きい物や重い物は受け

　付けない場合もあります。

　　　〈不用品の受付〉

■と　き　9月17日CD・18日（日）

　　　　午前9時～午後4時
■ところ　市民体育館

　　　　　（玄関ホール）

ル
講
演
会

　
会
場
か
ら
出
た
質
問
で
は
、

問
い
　
ど
う
い
う
人
が
ア
ル
コ
ー
ル
依

　
存
症
と
い
う
の
で
す
か
。

答
え
　
①
自
分
で
飲
む
量
を
コ
ン
ト
ロ

　
ー
ル
で
き
な
い
人
。
②
ア
ル
コ
ー
ル
が
も

　
と
で
社
会
的
な
失
敗
を
し
て
い
る
人
。

間
い
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
も
、
酔

　
っ
ぱ
ら
う
前
だ
っ
た
ら
、
車
を
運
転

　
し
て
い
て
も
警
察
に
つ
か
ま
ら
な
い

　
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答
え
　
①
0
・
01
％
の
血
中
ア
ル
コ
ー

　
ル
濃
度
が
あ
れ
ば
つ
か
ま
り
ま
す
。

　
②
酒
1
合
飲
む
と
血
中
ア
ル
コ
ー
ル

　
濃
度
は
、
1
％
に
な
り
ま
す
。

な
ど
の
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
こ
の
講
演
会
は
、
9
月

20

日
㈹
午
前
n
時
3
5
分
～
下
条
中
学

校
、
午
後
1
時
5
0
分
～
十
日
町
中
学

校
、
2
9
日
㈲
午
後
2
時
～
水
沢
中
学
校

で
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
お

い
で
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
O
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藤木貴子さん
　（中条中3年）

　
”
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
　
過
ち

は
　
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
”
こ
の
言
葉

は
、
広
島
平
和
記
念
公
園
に
あ
る
原
爆

慰
霊
碑
に
書
か
れ
て
あ
る
言
葉
。
そ
し

て
、
立
ち
並
ぶ
ビ
ル
の
中
に
、
そ
こ
だ

け
時
が
止
ま
っ
た
よ
う
に
立
っ
て
い
る

原
爆
ド
ー
ム
。

　
8
月
6
日
8
時
1
5
分
。
こ
の
日
原
爆

が
投
下
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
一
瞬

に
し
て
影
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が

苦
し
み
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
日

か
ら
も
う
4
9
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。
私
達
の
よ
う
に
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
た
く
さ

ん
の
人
が
望
ん
で
い
た
平
和
を
、
私
は

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

　
式
典
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
人
が

参
加
し
て
い
る
の
に
驚
い
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
の
人
達
も
平
和
を
望
ん
で
い
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
、
こ
の
人
達
が

い
る
限
り
、
も
う
二
度
と
日
本
に
戦
争

は
や
っ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
平
和
が
、
日
本
か
ら
世
界

に
伝
わ
り
、
世
界
中
が
平
和
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
た
。

　
私
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
、
原
爆
は

す
さ
ま
じ
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ

が
も
う
二
度
と
行
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、

す
べ
て
の
人
が
こ
の
恐
し
さ
を
わ
か
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
二
度
と

行
わ
れ
な
い
こ
と
で
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
、
被
爆
者
、
遺
族
の
方
の
消
え
る
こ

と
の
な
い
心
の
傷
を
、
ほ
ん
の
少
し
で

も
や
わ
ら
い
で
く
れ
た
ら
…
と
心
か
ら

思
っ
た
。

　　飛

田村ゆかりさん
　（中条中3年）

　
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
、

半
世
紀
も
の
月
日
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
今
年
4
9
回
目
に
な
る
祈
念
式
典
に
十

日
町
市
の
中
学
生
代
表
と
し
て
参
加
し
、

改
め
て
戦
争
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
そ

し
て
世
界
が
平
和
で
あ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
、
身
を
も
っ
て
感
じ
た
。

　
十
日
町
市
よ
り
も
南
に
位
置
す
る
広

島
市
は
、
太
陽
の
光
が
と
て
も
熱
い
。

そ
ん
な
真
夏
の
日
の
朝
、
多
く
の
人
が

大
や
け
ど
を
し
た
り
、
ひ
ど
い
人
は
、

一
瞬
の
う
ち
に
蒸
発
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
。
水
を
求
め
て
川
へ
入
り
、
上
か

ら
人
が
重
な
っ
て
身
動
き
が
と
れ
ず
水

死
し
た
人
も
多
い
、
と
い
う
話
も
耳
に

し
た
。
こ
う
い
っ
た
よ
う
に
、
亡
く
な

ら
れ
な
方
や
、
被
爆
さ
れ
た
方
と
同
じ

苦
し
み
、
悲
し
み
を
体
験
し
な
い
限
り

心
の
底
か
ら
強
く
、
平
和
を
守
り
、
戦

争
の
反
対
を
唱
え
る
こ
と
は
な
い
。
と
、

い
う
よ
り
、
で
き
な
い
と
思
う
。
実
際

そ
の
場
に
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
し

か
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
被
爆
さ
れ

た
方
の
た
め
に
も
、
戦
争
を
知
ら
な
い

原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
民
大
会

　
　
～
4
0
周
年
を
機
に
反
核
・
平
和
を
誓
う
～

　
8
月
6
日
d
b
午
前
8
時
か
ら
市
民

会
館
ホ
ー
ル
で
、
「
第
4
0
回
原
水
爆
禁

止
十
日
町
市
民
大
会
」
が
行
わ
れ
、

5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
、
松
井

愛
美
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

長
は
「
一
日
も
早
く
世
界
の
紛
争
が

羅

各
醗
は
ぜ
蓉
革
和
を
叢
．
耀
と
ー

釜
麹

拶
．
又
内
容
に

譲
蟻
有
及
ぴ
誘
叢

松井会長より感謝状が手渡されました

解
決
さ
れ
、
地
上
に
平
和
が
も
た
ら

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
本
田
欣
二
郎
市
長
、

庭
野
耕
策
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
十
日
町
繊
労
の
村
山
薫
さ

ん
が
決
意
表
明
を
行
い
、
桑
原
ス
マ

子
十
日
町
地
区
婦
人
会
代
表
が
大
会

決
議
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
ま
た
長
年
、
広
島
と
長
崎
の
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
の
会
場
に
二
千
年

ハ
ス
の
花
を
派
遣
代
表
団
に
託
し
、

献
花
し
続
け
て
き
た
、
半
間
正
さ
ん
、

石
坂
貢
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
4
0
周
年
を
記
念
に

公
募
し
た
「
平
和
の
標
語
」
の
入
選

者
、
小
・
中
学
生
2
4
人
に
表
彰
状
を

贈
り
ま
し
た
．

私
達
の
世
代
が
積
極
的
に
理
解
し
、
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
原
爆
ド
ー
ム
を
は
じ
め
、
当
時
の
建

物
や
そ
の
一
部
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い

る
の
を
見
る
と
、
ま
た
、
数
多
く
の
碑

や
像
を
見
る
と
、
人
々
の
願
い
や
思
い

が
伝
わ
っ
て
来
る
。
身
体
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
心
に
も
原
爆
は
と
て
つ
も
な
く

大
き
な
傷
を
残
し
た
の
だ
と
思
う
。
そ

し
て
、
そ
の
傷
は
永
遠
に
塞
が
る
こ
と

は
な
い
と
思
う
。
と
、
い
う
よ
り
、
大

切
に
語
り
継
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。

私
は
そ
う
思
う
。

　
2
1
世
紀
に
な
り
、
大
人
に
な
っ
た
ら

再
び
、
広
島
を
訪
れ
、
も
っ
と
色
々
な

話
を
聞
き
た
い
。
そ
の
日
が
来
る
ま
で
、

そ
し
て
そ
の
後
も
世
界
が
平
和
で
あ
る

よ
う
に
願
い
続
け
た
い
。

　
そ
う
思
い
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
、
私

に
と
っ
て
と
て
も
充
実
し
た
2
日
間
だ

っ
た
。
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秋の名所巡りツアー

　　　参加者募集
■と　き　9月28日㈱午前10時～午後3時

■集　合　十日町駅（午前9時50分までに

集合してください）

■コース　十日町駅→黒沢観光くり園→み

よしの湯→小貰諏訪神社大杉→高龍神社

→十日町駅

■参加費　2，500円（入園・入浴料、昼食付）

■定　員　50人（先着順）

■申し込み　9月21日㈱までに市観光協会

　（市役所内盈57－3345）へ。

　黒沢観光くり園オープン
　　～9月9目（士）～10月10日（”～

■開園時問　午前9時～午後4時30分

一入園料　大人二300円、子供：100円

■持ち帰り栗代　1kg二600円

■その他　土・日曜日、祝祭日はくりおこ

わ、けんちん汁（有料）もあります。

■問い合わせ　マロンハウス（智58－2824）

へ。　　　　　　　　　　ノ禽

　　　　　　　　　　　　　　　駿

　　　　　　　　　　　　　　　豪

　　　　　　　　　　　　　　響

　　　　　　　　　　　　　筆

　　　　　　　　　　　藻
　　　　　　　　　　　讐
　　　　　　　　　辮

　　　　　　　　藩

　　　　　　撫

　　　　　嚢

　　　羅

　　麺

　霧

　　　　　〃　　　　　　　　　　　天池・野中へ

　　　　　　　　　　　H

　　　　　　　　　　伊
市街地へ　　　　　R　l17達　　中里村へ
　　　　　　　　　　　目

プ　　　　　，　　　　　　　　　ブ　　　　、

〈東 ＞ 寿 《西 ＞

橋本モトさん 脇震1寿19集〕 横綱 徳永マサさん〔盟1詳条錨〕

中町周衛さん〔搬10焉28集〕 炎関 佐野ハナさん〔撒嘉叢〕

中林民五郎さん〔撒輸牛〕 関脇 山上とくさん〔雛0静i講〕

大熊忠平さん〔躍●1尾18癖〕
小結 古澤ソノさん〔羅●1藩〕

田川トミさん〔羅●呈繕告〕 前頭1 越　茂樹さん〔器駕’9羅等〕

江村ツマさん〔躍01車10筆〕 蹴　2 水落セキさん〔躍●2承20告／

金澤壮一さん
〔躍●6委28害〕

鯉　3 福島サワさん〔器畏02●18毒〕

山ロスギさん
〔躍●12岩16舞／

叛　4 鈴木キヨさん〔器議0鰯牛〕

春日トメさん 膿’4毒8羨〕 凝　5 水落テツさん〔羅。撃耐牛〕

富井セイさん 膿●8馬競〕 凝　纏 村山蔵六さん〔羅012臆牛〕

松村ケンさん 膿。醤縮〕 淵　察 入田イカさん〔羅’3柘19嚢〕

酒井武一さん〔羅●馨由躇〕 羅　8 水落チャウさん〔毘護●3蒲〕

渡邉チヨさん〔羅●藩辮〕 灘　醗 関ロハツさん〔羅轟描〕

小泉セイさん〔器護04灘〕 叛1◎ 富沢タキさん〔盟護。9麟〕

富澤リキさん
〔器護●9尾12癖〕

叛益 小宮山ハナさん〔盟護●10主10康〕

有坂シサさん〔盟護●茜講〕 潔越 渡邊ヒサさん〔羅11岩16轟〕

星野キヨジさん〔躍●雫象錨〕 以欝 藤木クマさん〔躍●12毒5羨〕

長津リクさん〔錫護。ll講〕 澄14 俵山ヲトさん〔躍。1泉8詩〕

酒井　　忠さん 膿012南鐵〕 潔璽§ 福原健吉さん〔躍2購〕

宮澤ミキさん
〔躍’1小窒羨〕

瀞総 雲野キクさん〔躍0臥錨〕

南雲キクさん〔躍●5輔筆〕 漂聾 樋口千代さん〔躍07構〕

尾身タカノさん〔躍96蒲〕 灘董8 大島カツさん〔盟護●緊諾〕

渡邊ツマさん
〔躍●7ホ15蒔〕

凝麹 金澤又吉さん〔躍09主1，梼〕

上村F齊さん 〔躍●9薩告／ 慰盤◎

庭野キクさん〔躍●9蒲〕 叛雛

m
月
8
日
㊤
～
2
3
日
◎

　
　
　
十
日
町
市
博
物
館

右
首
の
棚
・
凧
の
顔
の
棚

Ψ
鼠
　
…
米
　
…
米
　
Ψ
爪
　
…
乗
　
…
素
　
米
　
…
派
　
…
派
　
“
素
　
W
爪

■
料
金

　
高
校
生
以
上
　
　
　
4
0
0
円

　
（
前
売
り
・
団
体
　
3
0
0
円
）

　
中
学
生
以
下
　
　
無
料

※
前
売
券
博
物
館
で
発
売
中
！

■
問
い
合
わ
せ
　
博
物
館
（
西
本
町
1

盈
5
7
1
5
5
3
1
）
へ
。

　
　
　
☆
新
常
設
展
示
室

　
　
　
　
1
0
月
8
日
同
時
オ
ー
プ
ン

…
派
　
…
派
　
米
　
…
派
　
…
素
　
Ψ
爪
　
…
素
　
…
素
　
…
素
　
…
禾
　
…
素
　
…
素
　
米
　
…
素
　
…
派
　
“
素
　
米
　
米
　
…
禾
　
…
素

交
通
安
全
母
の
会

　
高
齢
者
世
帯
を
訪
問

　
　
◆
9
月
1
0
日
～
25
日

　
　
　
午
後
2
時
～
5
時

各
地
区
の
交
通
安
全
母
の
会
会
員

が
、
2
人
位
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

交
通
安
全
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
訪
問
地
区
〉

▼
六
箇
地
区
（
ニ
ツ
屋
・
田
麦
）

▼
川
治
地
区
（
川
治
下
町
1
・
2
・
3
）

▼
十
日
町
地
区
（
川
原
町
・
水
野
町
・

学
校
町
）

▼
下
条
地
区
（
栄
町
・
貝
ノ
川
・
水
口
）
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「J　Aいなほ会』
　（代表＝樋ロ栄子）

樋口代表を囲んでパチリ

　「J　Aいなほ会」は、J　A十日町市の職員の中で舞

踊に興味があったり踊り好きの仲間が集まり、平成4

年10月に結成しました。メンバーは、全員で12人です。

発会のきっかけは、職員の厚生事業の一環としてでし

た。また、仕事だけでなく、気の合う仲間で色々なこ

とに挑戦してみたいということと、頭と体を使って老

化を防ごうという目的もありました。会の名前は、一

練習は楽しくにこやかにがモットーです

目で農協の職員がやっているサークルだと分かるよう

に、「J　Aいなほ会」と名付けました。

発会して足掛け3年目の今年3月、J　A十日町市婦

人部の総会でアトラクションを行い、念願の初舞台を

踏みました。緊張してカチカチになった人もいました

が、この緊張がいつか快感に変わる日が来る、と笑顔

で話すメンバーです。また、今年の7月31日に新潟県

民会館で行われた「J　A芸能まつり」にも参加し、日

ごろの練習成果を発表してきました。

J　A十日町市では、本所のほかに13の支所を持って

います。会のメンバーも本所や各支所にいて、練習後

の一時はお茶を飲みながら職場間の情報交換に花が咲

きます。「J　Aいなほ会」の発会後、中条地区の踊り好

きが集まった「中条いなほ会」、中条小学校の子供で構

成する「子供いなほ会」、ラポートの職員で作った「ラ

ポートいなほ会」もできました。今後も、踊り好きが

どんどん集まり、サークルの輪が広がっていけばと考

えています。

　②①〈まるが卵干れに来が良たりにげき豆作すの多料物て対まち質豆畑
にん’ん腐り。でく理ないすすなの腐の

方
〉を

二
分
ゆ
で
て
、
ふ

を
敷
い
た
ざ
る
に
上

水
切
り
を
す
る
．

じ
ん
は
三
弛
．
の
千
切

し
、
き
く
ら
げ
は
水

肉
と
い
わ
れ
る
大
豆
か
ら

と
、
卵
を
使
っ
た
料
理
な
（

植
物
性
た
ん
ぱ
く
質
と
不

カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
る
こ
と

。
た
ん
ぱ
く
質
は
、
ス
ト

る
抵
抗
力
を
つ
け
る
点
で

ま
す
。
具
に
は
季
節
の
野

ど
な
ん
で
も
利
用
出
来
ま

か
な
と
思
わ
せ
て
、
実
は

、
あ
っ
さ
り
し
て
い

た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ

山岸日出子さん
（稲荷町3北・51歳盈57－5777）

豆す菜もレが足2出
腐oや優ス出しで来 写真は2人前です

輔
轍
㌧
緯

　
0
9
略
…
束
　
さ
の
芝
々

〉
5
0
ん
げ
半
個
大
分
1
少

料
…
じ
ら
…
2
…
3
じ
…

材
腐
ん
く
ラ
…
油
じ
さ
塩

く
豆
に
き
二
卵

　
で
戻
し
て
千
切
り
に
し
、
ニ
ラ
は
三

　
紬
．
に
切
る
．

③
②
を
さ
っ
と
い
た
め
、
豆
腐
と
調
味

　
料
と
だ
し
汁
を
加
え
て
混
ぜ
、
に
ん

　
じ
ん
に
火
が
通
る
ま
で
煮
る
。

④
③
を
火
か
ら
降
ろ
し
、
と
き
ほ
ぐ
し

　
た
卵
を
混
ぜ
る
．

⑤
油
を
ぬ
っ
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
④
を
敷

　
き
つ
め
て
、
焼
き
色
を
つ
け
て
出
来

　
上
が
り
．

油…大さじ2、砂糖…大さ

じ3分の2、しょう油…小
さじ1、だし汁…大さじ3、

塩…少々

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進

　　委
醤l
　Iε

⑥

ブ2



『
β

⑭中条保育園

金沢はるかちゃん

　　（6歳）

鵬磯馨揖鵬懸

　お祭りの日に遊んだ絵だよ。く

じをひいたり、お父さんが焼いた

たこやきを食べたんだよ。

タ

鵜
灘
灘
糠
．

雛
礫
欝
嚢

　
ん

　
く

”
ま
馬

ゆ鳩
冬

　
口

　
矢

（5歳）

　ぼくと妹とお父さんとお田さん

で焼肉を食べたんだ。空に大きい

花火があがっていたよ。

　
　
　
、
争
謝

翻
ス
愚

ン
話

イポ

、

臓
鐙

“Can　you　recommend・・・…？”

　　　　おすすめの店は？

今月は、おすすめの場所などを尋ねる表現です。

鐵：①¢a嶺醐蘭¢㈱欄e醐a藍◎o遜醗鱗aロ隠醗
　　　鱒鍵騰陶2緯の辺顯難ま慈懸う鞍膨ス崔鷺灘
　　　馨紹発膨饗》蹴謹だぽま継灘瀞）

β：W陥餓國o僻o翻鵬醐蟹⑧ロlike蟹どんな料
　　　理が諜鰯臨鱒驚じまう懸〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　ヒら

薮：②S㈱就賄爵⑧毒腱eas，③盤墾麩《贈り遊
　　　くな隔惹のな羅が》擁轄畿灘ね）

露：④聴癒鵬see一．團⑧騨訪⑧醜隷SロS続儲es懲飽・

　　　隠薦21そう懸撰癒・・一。鋭じ屋は凝う癒ず翻
盛：S◎ロ融繕good．　磯灘麟羅醗奪ね）

　①が、「おすすめは？」の決まった言い方です。動詞
のアクセントはrecomm6nd（’印の音を強く言います）。

②のgreasyは「脂っこい」という単語です。この文
の直訳は「何か脂っこくないもの」となります。③は
英語らしい表現で、日本語訳に姿を現しませんが、「～が

いいかもしれない」というニュアンスが出ます。つま
り、何が何でもこれが食べたいということではなく、

「こんなのがいいなあ」という感じですね。④は「え

えと」という相づち。とっさに答えが言えない場合や

考える時間が必要な時は、黙りこんでしまうのが一番

良くありません。とりあえず璽tetmesee…”で時間
をつなぎましょう。

　レストランや店などで、シェフや店員さんにWhat
do　you　recommend？”と尋ねれば、「この店のおすす

めは何ですか？」となります。

“，．難懸雛．騨欝

②
㌧
町

湯
沢
ヨ

謬麟、
　　　灘

　
中
条
上
原
の
百
姓
家
の
七
人
妹
弟
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
じ
ょ
う

長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
ん
だ
て
。
尋
常

小
学
校
を
卒
業
し
て
加
賀
町
の
三
輪
新

に
機
織
り
に
行
っ
た
ん
そ
。
不
景
気
に

な
っ
た
ん
で
、
岐
阜
の
大
垣
へ
二
年
行

っ
た
ん
の
。
そ
の
後
、
関
芳
へ
勤
め
に

出
た
ん
の
。
関
芳
で
は
寮
に
泊
ま
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ゃ
　
め

ら
ん
で
、
朝
五
時
起
き
し
て
朝
食
前
か

ら
機
織
り
し
て
た
ん
だ
て
。
夜
の
九
時

て
ん
は
早
閉
ま
い
の
方
だ
っ
た
の
。
だ

い
た
い
は
十
時
ま
で
働
い
た
て
。
休
み

は
一
日
と
十
五
日
の
月
二
回
で
、
そ
ん

ど
き
は
、
中
条
の
家
へ
帰
っ
て
休
ま
ん

だ
っ
け
て
。
昔
は
か
せ
が
ん
じ
ゃ
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ

ね
え
や
ん
で
、
ど
こ
ん
衆
も
か
せ
い
で

た
ん
め
。
だ
っ
け
に
い
っ
そ
難
儀
な
ん

シ
さ
ん

（
七
軒
町
・
82
歳
）

麟

て
思
わ
ね
か
っ
た
て
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
昭
和
九
年
の
1
1
月
に
こ
こ
ん
家
に
嫁

に
来
た
ん
の
。
嫁
い
だ
時
は
、
こ
の
周

り
は
機
屋
さ
ん
が
多
く
て
の
お
。
家
の

め
え前

は
高
秀
織
物
で
、
右
横
は
菅
村
さ
ん

の
工
場
で
、
左
隣
り
は
樋
口
屋
さ
ん
だ

っ
た
て
。
め
ぐ
ら
う
ち
か
ら
機
の
音
が

響
い
て
、
朝
早
く
か
ら
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
ん
を
思
い
出
す
て
の
。

　
わ
た
し
の
連
れ
合
い
は
、
土
建
し
た

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
手
で
練
っ
た
り

し
て
た
ん
の
。
戦
争
中
連
れ
合
い
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
っ
か
な
い

軍
隊
に
徴
用
さ
れ
て
北
海
道
の
稚
内
へ

二
か
月
位
行
っ
て
た
ん
だ
て
。
子
ど
も

四
人
含
め
た
家
族
十
人
が
、
漬
け
菜
に

し
よ
う
油
の
実
を
食
っ
て
暮
ら
し
て
た

ん
そ
の
。

　
今
か
ら
十
年
前
に
、
造
花
屋
さ
ん
に

頼
ま
れ
て
、
細
い
針
金
に
小
さ
い
玉
を

つ
け
て
、
造
花
の
雄
し
べ
み
て
え
な
ん

を
作
っ
て
ら
ん
だ
て
。
い
く
ら
に
も
な

　
　
　
　
　
　
な
ん

ら
ね
や
ん
だ
ど
も
何
か
し
て
ね
え
と
、

手
が
遊
ん
で
ら
ん
が
も
っ
た
い
ね
え
ん

だ
ん
だ
ん
が
、
始
め
た
ん
だ
て
。

づ3とiお』厚夢3　平成6年9月10日

闇1帳照
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懸
暮
5
膨
登

9
月
は
障
害
者

　
　
　
雇
用
促
進
月
間

　
経
営
者
の
皆
さ
ん
、
障
害
者
の
雇
用

は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
も

う
一
人
あ
な
た
の
職
場
に
障
害
者
」
。
検

討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ウ
ー
ワ
ー
ク
十
日

　
町
（
盈
5
7
i
2
4
0
7
）
へ
。

市
営
駅
通
り
駐
車
場

　
　
冬
期
間
利
用
者
受
付

　
1
0
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
の
6
か
月

間
を
通
し
て
利
用
す
る
人
を
、
優
先
し

て
受
け
付
け
ま
す
。

■
料
金
　
8
1
、
0
0
0
円

■
申
し
込
み
　
9
月
2
6
日
㈲
午
前
8
時

　
3
0
分
か
ら
印
鑑
持
参
の
上
、
総
務
課

　
総
務
管
理
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。
先
着
順
で
す
。
電
話
で
の
申
し

　
込
み
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

目
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
（
智
内
線
m
・
麗
）
へ
。

パ
イ
ク
に
必
ず

自
賠
實
保
険
（
共
済
）

　
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共
済
）

へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
お
近
く
の
損
害
保
険
会
社
、

代
理
店
（
バ
イ
ク
店
、
自
転
車
店
等
）
、

J
A
へ
ど
う
ぞ
。
保
険
料
（
共
済
掛
金
）

は
、
1
年
7
、
8
5
0
円
、
2
年
9
、
8
0

0
円
、
3
年
1
1
、
6
0
0
円
で
す
。

十
日
町
郵
便
局
の

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

　
十
日
町
郵
便
局
で
は
、
土
・
日
曜
日
・

祝
祭
日
の
郵
便
サ
ー
ビ
ス
に
、
次
の
こ

と
が
加
わ
り
ま
し
た
。

①
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
引
き
受
け
（
書

　
籍
小
包
」
と
「
カ
タ
ロ
グ
小
包
」
は

　
除
く
）

②
「
大
型
普
通
通
常
郵
便
物
」
の
引
き

　
受
け

③
①
と
②
の
差
し
出
し
に
必
要
な
「
郵

　
便
切
手
類
」
と
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
包
装

　
用
品
」
の
販
売

■
取
扱
時
間
　
土
曜
日
日
午
前
8
時

　
～
午
後
8
時
、
日
曜
日
・
祝
祭
日
H
午

　
前
9
時
～
午
後
3
時

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
郵
便
局
郵
便

　
課
（
智
52
1
2
3
0
0
）
へ
。

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
黒
沢
市
営
住
宅
（
簡
易
耐
火
2
階
建
）

　
▼
募
　
集
　
1
　
戸

　
（
5
畳
1
室
、
3
畳
1
室
、
D
K
）

　
▼
家
賃
　
7
、
8
0
0
円

■
新
座
県
営
住
宅

　
　
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
）

　
▼
募
　
集
　
3
　
戸

　
（
6
畳
1
室
、
4
畳
半
1
室
）

　
▼
家
賃
　
1
1
、
8
0
0
円

－
黒
沢
県
営
住
宅
（
簡
易
耐
火
2
階
建
）

　
▼
募
　
集
　
1
　
戸

　
（
6
畳
3
室
、
3
畳
1
室
、
D
K
）

　
▼
家
賃
2
6
、
3
0
0

■
申
し
込
み
　
9
月
2
6
日
㈲
ま
で
に
克

雪
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
智
内

線
鵬
）
へ
．

第
1
回
中
魚
沼

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

■
と
　
き
　
1
0
月
1
日
G
b
午
後
7
時
開

　
演
（
午
後
6
時
3
0
分
開
場
）

　
　
　
ほ

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
出
演
者
　
十
日
町
市
民
合
唱
団
、
コ

　
ー
ル
な
か
さ
と
、
が
ち
ょ
う
の
会
、

　
コ
ー
ラ
ス
・
ラ
イ
ン
、
み
ゆ
き
コ
ー

　
ラ
ス
、
サ
ン
デ
ー
・
ボ
ー
カ
ル
、
ア

　
ン
サ
ン
ブ
ル
、
當
重
あ
か
ね

■
前
売
券
　
5
0
0
円
（
中
学
生
以
下

　
無
料
）
、
イ
ト
ー
楽
器
で
販
売
中
。

■
問
い
合
わ
せ
　
水
落
文
一
（
⑳
盈
5
7

　
1
3
1
1
1
内
線
蹴
）
へ
。

本
町
五
・
六
丁
目

　
　
　
　
　
十
五
夜
ま
つ
り

〈
大
ナ
ツ
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
i
〉

　
花
火
大
会
・
お
楽
し
み
ダ
ブ
ル
抽
選

会
も
あ
り
ま
す
よ
。

■
と
　
き
　
9
月
1
4
日
㈱
午
後
7
時
～

謄
と
こ
ろ
　
四
ツ
宮
公
園

〈
ち
び
っ
子
＆
い
い
お
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
〉

田卿瀧霊ん

ボ薄撫撚沁羅銅獲得

　
　
　
　
　
　
8
月
3
0
日
㈹
市
営
陸
上
競
技
場
で
、

　
　
室
十
日
町
市
陸
上
競
技
協
会
主
催
の
「
新

　
　
教
宅
永
灯
至
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
」
が
開
か

　
　
も

　
　
ク
れ
ま
し
た
．

　
　
　
ン
　

郡
市
内
の
小
●
中
●
高
校
生
1
0
0

し
至
一
一
人
は
・
新
宅
さ
ん
の
「
腕
の
振
り
は
リ

・
灯
ン

ひ
永
ラ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
」
「
走
る
揃
に
は
ち
ゃ
ん

宅
　
　
　
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
　
体
を
柔
ら
か

新
に
し
て
お
く
こ
と
」
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
　
　
　
　
を
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
園
翅
茂
慈
羅
《
謙
田
町
高
校

畿
身
・
東
海
炎
業
塗
隼
）
ぽ
、
7

月
鍵
日
㈱
溝
ル
繋
ガ
織
の
首
都

璽
ス
溝
ン
で
行
お
総
だ
鮪
世
募
鎌

量
鱒
ア
選
手
権
臨
建
璽
編
跳
び
鐙

銅
鍵
鍔
ル
を
獲
得
じ
ま
移
だ
．
8

蒲
麗
籔
㈱
奉
圏
鑑
長
を
表
敬
訪

闘
じ
灘
園
瑚
慧
癒
は
、
鶏
蒙
磯
ン

ぱ
ッ
炎
園
鵜
じ
《
頑
張
璽
ま
す
』

老
力
強
《
語
っ
癒
騨
ま
じ
だ
、

市紹介ビデオ
　　　　製作中

　
市
で
は
市
制
施
行
4
0
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
市
紹
介
ビ
デ
オ
を
製

作
し
て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
で
十
日
町
市

の
歴
史
や
暮
ら
し
、
産
業
、
自
然
の
豊

か
さ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ビ
デ
オ
の
撮
影
を
5
月
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
上
の
写
真
は
ニ
ツ
屋
の
二
千

年
ハ
ス
を
撮
影
中
の
一
コ
マ
で
す
。
モ

デ
ル
は
吉
沢
瞳
さ
ん
。
完
成
は
来
年
春

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

74
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ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
出
場

希
望
者
は
青
山
写
真
館
へ
。

■
と
　
き
　
9
月
1
5
日
㈲
午
後
6
時
～

■
と
こ
ろ
　
四
ツ
宮
公
園

■
問
い
合
わ
せ
　
青
山
写
真
館
（
智
52

　
1
2
7
6
2
）
へ
。

高
山
十
五
夜
ま
つ
り

　
〈
奉
納
演
芸
会
〉

　
毎
年
大
好
評
の
芝
居
、
今
年
は
何
を

演
じ
る
か
楽
し
み
に
。
夜
店
も
出
る
よ
。

昌
と
　
き
　
9
月
1
4
日
㈱

　
　
　
　
　
午
後
7
時
3
0
分
～

■
と
こ
ろ
　
高
山
八
幡
宮
境
内

　
〈
子
供
み
こ
し
〉

■
と
　
き
　
9
月
1
5
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
高
山
地
区
一
円

■
問
い
合
わ
せ
　
湯
沢
正
行
（
高
山
地

　
区
体
育
協
会
・
夜
間
⑨
智
5
7
－
8
9

　
3
3
）
へ
．

十
目
町
お
や
こ
劇
場
例
会

　
　
「
輝
け
緑
の
宇
宙
船
」

　
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
使
っ
た
、
音
と
光

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
作
品
で
す
。

■
と
　
き
　
9
月
2
1
日
㈱
午
後
6
時
3
0

　
分
～
（
上
演
時
間
8
0
分
）

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ
　
池
田
克
也
（
夜
間
⑭

　
智
5
2
i
5
3
5
2
）
へ
。

り
俸
寳
糞
ポ
5
ツ
畠

総
合
体
育
館
（
智
5
2
－
4
3
7
7
）

第
8
回
十
日
町

　
　
長
距
離
力
－
ニ
バ
ル

層
と
　
き
　
9
月
2
3
日
働
午
前
9
時
～

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
競
技
種
目
　
男
子
u
㎜
㌶
（
小
・
中
・

　
山
口
同
一
般
）
㎜
層
（
中
・
高
一
般
）
㎜
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
中
・
高
一
般
）
㎜
層
（
高
一
般
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
女
子
H
脚
層
（
小
）
㎜
材
（
中
・
高
一

　
般
）
㎜
胡
（
中
・
高
一
般
）
㎜
層
（
高

　
一
般
）

■
問
い
合
わ
せ
　
福
崎
勝
幸
（
陸
上
競
技

　
協
会
事
務
局
・
働
）
智
5
7
1
3
1
1
1
内

線
脇
）
へ
．

妻
有
街
道
歩
け
歩
け
大
会

～
サ
ツ
マ
イ
モ
お
こ
し
・

　
　
　
　
田
麦
そ
ぱ
・
山
賊
汁
～

■
と
　
き
　
1
0
月
1
0
日
㈲
雨
天
決
行

　　第28回市民スポーツ大会
10月10日　．申し込み9月22晒までに各事務局か
体育の日　　　　　　　総合体育館へ。

　
受
付
u
午
前
7
時
3
0
分

　
出
発
“
午
前
9
時

■
集
　
合
　
市
役
所
前

■
コ
ー
ス
　
市
役
所
↓
栃
窪
峠
（
1
8
キ
。
）

■
参
加
資
格
　
健
康
な
人
で
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
．

■
参
加
費
　
中
学
生
以
上
”
1
、
5
0

　
0
円
、
小
学
生
以
下
u
1
、
0
0
0

円
、
当
日
受
付
で
徴
収

一
定
　
員
　
2
0
0
人
（
先
着
順
）

■
そ
の
他
　
昼
食
、
雨
具
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
1
0
月
5
日
㈱
ま
で
に
六
箇

■秋の交通安全運動（21日～30日）

〈重点〉①高齢者の交通事故防止

③ライトの早め　　　岬●：　　二
の点灯　　塾　二一　・

　　　　　　　　　　　　　　汐
8月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生僻数 負傷者数 死者数

平成6年 23（135） 28（162） 0（6）

十日町市
平成5年 18（107） 19（114） 1（4）

川西町
津南町
中里村

平成6年 17（71） 21（78〉 0（2）

平成5年 12（67） 16（87） 1（4）

平成6年 40（206） 49（240） 0（8）
計

平成5年 30（174） 35（201） 2（8）

　　　　　左折車と

羅　　　　　直進バイクが衝突
　　藍
　　　　　8月17日㈱午後3時ごろ、
　　　　高山地内の市道上で、左折し
ようとした44歳女性の運転する軽乗用

車と、直進中の69歳男性の運転する原

付バイクが衝突し、バイクの男性が重

傷を負う事故が発生しました。お互い

に相手の動静を見きわめましょう。

　
地
区
公
民
館
（
智
52
1
5
4
3
4
）
、
ま

　
た
は
川
治
地
区
公
民
館
（
盈
52
－
2
2

　
2
3
）
、
総
合
体
育
館
へ
。

市
民
八
イ
キ
ン
グ

■
と
　
き
　
1
0
月
2
日
㈲
　
日
帰
り

集
合
日
午
前
5
時
（
市
民
会
館
前
）

■
と
こ
ろ
　
平
ケ
岳
（
奥
兄
見
湖
近
く
）

層
参
加
費
　
4
、
0
0
0
円

■
申
し
込
み
　
9
月
2
3
日
働
市
民
会
館

　
で
先
着
2
0
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
徳
永
印
刷
（
十
日
町
あ

す
な
ろ
会
、
智
5
7
1
8
4
4
4
）
へ
。

期日 部　　　　　閂 会　　　　　場 参　加　対　象 聞い春わ懸
（事務局）

2日 ソフトボール大会 信濃川運動公園野球場 一　　般　　男　　女 重野i発炎（纏57一⑮308）

9日

ゲートボール夫会 信濃川運動公園野球場 連　　盟　　会　　員 噂期久吉
鰺57－3岨4〉

小学生サッカー大会 西小学校グラウンド 小　　　学　　　生 庭野鞠浩侮57－3111、禽線334）

サイ　ク　リ　ング 　　まつお
松代町松苧神社方面 中　学　生　以　上 溝野山瀦夫

（費57－4860）

飯綱山ハイキング 長野県飯綱山 一　　般　　市　　民 斉木宏詞（饗57－1571）

9・10日 パパママ駄制バレ螺一ノ峡会 総合体　育　館 既　　婚　　男　　女 小杉良一（魯57－425β〉

10日

駅伝競走大会 陸上競技場ほか市内道路 地域・職場・高校・中学・女子 福崎勝幸侮57－311王、内線243）

体操競技大会 十日町高校東体育館 ジュニア・中学生・一般 村山　　浩
（窓52－3758）

野
球

学童野球弐会 信濃川運動公園野球場
小学6年生の部

小林　　繁
（岱57鱗508）

小学5年生以下の部

400歳野球夫会
笹　山　野　球　場

サン・スポーツランド
一
　但し、選手は40歳以上
　の市内在住者で、常時
般400歳を超えるチーム編
　成であること

バスケット潔一ル1太会 十日町中・南中体育館 一般男女（高校生含む） 樋口　　儒
侮57－3＄㈱

卓　球　犬　会 市　民　体　育　館 小学生・中学生・高校生・一般 南雲禰藷騰7翻1、内繍鋤

ソフ欝テ惹ス犬会 信濃川運動公園庭球場 一般男女・婦人・高校生・
中学生（但し3年生のみ） 湯沢一彦く燈57一鍍㈹

硬載溌曇スシン麹購炎会 サン・スポーツランド
総合公園庭球場

男女シングルス（A・B・C） 岡村久濠男
《鍛57－8了57）

鎌ユニ灘バ醸淋ン炎会 下条中学校体育館 小・中学生（女子のみ） 蔵錨茂昭侮57織1納纏鐡3）

柔　道　犬　会 武道館柔道場 小・中学生・一般（高校生含む） 蕩橋輝灘縫57－8鍵鋤

剣　道　炎　会 西小学校体育館 小・中学生・高校生 園瑚鐙繋綴57－2β2鋤

窒　手道炎会 武道館空手道場 小・中学生・一般（高校生含む） 爾野幸灘（縫57－8認劔

類撲競擬炎会 十日町小学校相撲場 小学生（3・4・5年）男子 書畑豊翻縫52－3翻5〉
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の
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も
う
一
つ
の
笹
山
遺
跡

（
市
史
編
さ
ん
室
）

中
条
の
笹
山
野
球
場
の
建
設
に
伴

う
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
の
発
掘
調

査
で
、
隣
接
す
る
陸
上
競
技
場
に
か

け
て
の
広
い
地
域
が
、
縄
文
時
代
中

期
か
ら
後
期
（
約
五
千
年
～
三
千
年

前
）
の
大
集
落
跡
で
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

火
焔
形
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
遺

物
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

華
や
か
な
火
焔
形
土
器
の
影
に
隠

れ
て
、
も
う
一
つ
の
笹
山
遺
跡
が
忘

れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
、
鎌

倉
時
代
末
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て

バ
約
七
百
年
～
四
百
年
前
）
の
遺
跡

で
す
。
二
〇
棟
を
超
え
る
掘
立
柱
建

　
　
す
ず

物
跡
と
珠
洲
焼
系
陶
器
・
青
磁
・
青

　
　
　
　
そ
め
つ
け

白
磁
・
白
磁
・
染
付
・
古
銭
な
ど
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
跡
は
、
三
・
六
層
×
八
・
一

層
で
、
四
面
に
庇
あ
る
い
は
縁
側
を

回
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
こ
の
地
方
で

初
め
て
発
見
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

有
力
者
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
跡

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
笹
山
遺
跡
の
東
の
山
頂
に
は
、
大

井
田
・
大
峰
・
陣
ケ
轟
・
峰
の
薬
師

な
ど
の
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
中

条
地
域
は
、
鎌
倉
時
代
に
こ
の
地
方

に
勢
力
を
伸
ば
し
た
、
群
馬
の
新
田

氏
の
一
族
と
さ
れ
る
、
大
井
田
氏
や

中
条
氏
の
本
拠
地
と
考
え
ら
れ
る
地

域
で
す
．

　
こ
の
遺
跡
は
、
大
井
田
氏
や
中
条

氏
な
ど
の
中
世
豪
族
の
居
館
、
あ
る

い
は
中
世
武
士
団
の
居
住
区
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

縄
文
人
の
生
活
し
や
す
い
場
所
は
、

中
世
の
人
た
ち
に
も
暮
ら
し
や
す
い

所
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

笹山遺跡の中世建物跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7v》噛》

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ　　ル　　デ

　ウルシ科の落葉小高木。葉はヤマウルシに似ていますが、ヌルデ

には葉の中軸にそってひれのようなもの（写真右）があるのが特徴

です。8～9月ころ、枝先に黄白色の小さい花（写真左）を咲かせ

ます。果実は、黄赤色に熟し、塩辛い酸味のある白い粉をかぶりま

す。昔、ヌルデの果実を漬物塩に代用した地方もあるそうです。

　樹に傷をつけると白い液が出てきます。この液を物に塗ったこと

から「ヌルデ」という名前がついたといわれています。

　かつて、お歯黒の媒染剤として「フシの粉」というものが用いら

れていました。その粉の原料がヌルデでしたので、ヌルデはフシノ

キとも呼ばれています。

今月の表紙
　9月4日（日）、陸上競技場を会場に、．

市のオリンピックともいわれる「市

民体育大会」が行われ、14チーム6，

000人の市民が競技と応援に汗を流し

ました。今大会は、市制施行40周年

の記念大会ということもあり、応援

の部優勝の十日町南部チームを始め、

各チームともそれぞれ趣向を凝らし

た応援合戦を繰り広げ、会場は華や

かな色彩，と割れんばかりの声援に1

日中包まれていました。

　競技の部では水沢チームが、前回

優勝チームで通算8回の優勝を誇る

大井田チームを接戦の末3点差で破

り、初優勝を飾りました。また、14

チーム中最も人口の少ない六箇チー

ムと、次に少ない飛渡チームが大健

闘し、それぞれ9位と11位の成績で
した。

市の動き
　　　　　（8月末日現在）

■人ロ　45，656人（前月比＋3）

　　　男　　22，503人（〃　＋5）

　　　女　　23，153人（ノソ　ー2）

（前月比十2）12，696■世帯数

　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
灘

　
　
　
編
集
後
記

　
　
♂

こ
の
夏
最
後
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、
市

民
体
育
大
会
が
9
月
4
日
終
了
し
ま
し

た
。
今
年
の
夏
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な

熱
い
闘
い
が
、
競
技
に
応
援
に
と
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
選
手
・
応
援
団
・
役
員

を
始
め
と
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苦
労
様
で
し
た
。
よ
う
や
く
終
っ
た
と
ホ

　

ッ
と
一
安
心
（
？
）
し
て
い
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
市
長
を
先
頭
に
「
日
本
一
の

健
康
都
市
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市
民

体
育
大
会
や
7
月
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
な
あ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
9
月
2
3
日
か
ら
2
5
日

に
、
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
＆
市
民
福
祉
ま

つ
り
（
関
連
記
事
8
・
9
朔
、
）
が
開
か
れ

ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
訪
れ
て
、
健
康
や

福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
㊥

76この紙は再生紙を使っています。


